




















本研究の一部は “Modal Analysis of Acoustic Chambers" のタイトルで、Proceedings of IMAC 
S/ IF AC 1 nternational Symposi um on Modeling and Simulation of Dist ri buted Parometer Sys­
tems (Hiroshima， 1987)， P.733-739で発表された。
声道伝達系の境界要素シミュレーション











谷 地 章 史
繊毛除去したゾウリムシが印加周波数8 MH z 以下で正の配向， それ以上(20MH z まで)で負の配
向を行うことを示し， 理論的に解析している。また， この細胞密度が大きくなると， 上の転換周波数





コオロギの雄は3 種類の発音をする。この発音に関与する神経系を決定するためには， まず， 発音
と筋電図との関係を明らかにすべきである。 コオロキ、の中胸部に極細の金属の 2 連電極を刺入して，
自由歩行時における発音と筋電図の両者の関係を明確にした。その結果， 誘引歌と求愛歌の両者に関
与する筋肉もさることながら， 求愛歌のみに関与する筋肉の存在することが明らかになってきた。誘
引歌と求愛歌の両者の差異は行動面， すなわち， 題の上げ角度にも， 左右両題の摩擦角度にも差異の
あることからうらづけられる このことから， これらの司令をつかさどる神経系にも差異のあること
が予測される。また， 発音に関与する神経系としては， 発音筋へ達している神経束を解剖学的に調べ




中 粛 孝 文
非破壊検査は圧力容器等の安全保守の立場からも欠かせない技術であり， 超音波式， 電磁式 ( 渦電





において，いわゆる l ead th eo rem に基づいた手法を採用した場合，腐食の形状が精度よく推定できる。
しかし， クラッ クのように幅の狭いスリッ ト状の割れはより幅の広い割れとして推定きれる。
本研究の一部は， “Bo u nda ry El ement Si mulatio n of El ectrical  I mpeda nc e  No nd田truc ti ve
Inspecti o n " というタイトルで， Bo u nda ry El ements V(l)， P. 2 4 9- 2 58(Spri ng er-Verlag) 
P ro c eedi n gs of th e 8th I nternati o nal Co nf erenc e(Tok yo ， 1986)で発表された。
- 68 
コロト コフ音の発生機構の基礎的研究とその臨床応用
藤 田 明 弘
血管は経年とともに， 梗化し， 内部への諸物質の沈着度の高まることが， 各種臨床報告から明らか
にされてきている。これらの疾病を体外から計測する一方法として， 血管を圧迫したときの乱流等に
基づく音の利用を考察した。これを裏付けるために， 人工血管の圧迫時における流体が発する音を，
腕の中の動脈の存在を模擬したモデルを使用して， 採集し， 周波数分布をしたところ， 定性的には人
体で得られている結果と類似の特性が得られている。また， これを臨床的に確認するために， 10代，





溢 谷 光 夫
1 ， 6 ージホルミルシクロへプタ-1， 3 ， 5 ートリエンの高次ビニローグの合成を行い， これを
TiCl aを用いて還元的カップリング反応を行うと， 2 分子縮合による二量体および分子内カップリン
グした架橋アヌレン類が生成した。
二量体では， 2 重架橋の20π， 24π電子系化合物を単量体では12π， 18 1r， 20π， 221r， 24π電子
系化合物を合成し'4n+2Jπ系化合物では常磁性環電流を， また， 4 n Jπ系化合物では反磁性
環電流の存在することを見い出した。
Mechanistic Studies on the Chemistry of Organosulfur 
Compounds. Alkaline Hydrolysis of N・Halosulfilimines，






論的な取扱いによって， すなわちアルカリ濃度依存性， 置換基効果， 活性化パラメーター， 溶媒効果，







村 岸 武 夫
石炭液化泊の製造が先行して， その中に含まれる発癌生物質とその環境への影響に関する研究は少
ない。本研究では， 住友金属工業側製の溶剤処理法による石炭液化油重質留分(bp. 34 0-4 0 0 0C) 中の
中性と酸性成分の化学構造をキャピラリーGC-MS， H PLC 蛍光分析及ぴキャピラリーGC保
持指標により調べた。その結果， 中性成分の95.5%， 酸性成分の75.4%の化学構造， 更に発癌生物質
の含有量を明らかにすることができた。
縮環キノメ チッド化合物の合成と性質
室 谷 昌 宏
シクロへプタ〔α〕フェナレン 6 ， 12 ジオンを出発原料として， マロンニトリルとの反応により
13， 13ー ジシアノー6ーメチレンシクロへプタ〔α〕フェナレンー12ー オンを， また， ジフェニルケテ





微量金属(N i ， P d， C u)分析
山 田 茂 昭
抽出剤および充填剤にナフタレンを用いる微量金属(Ni ， Pd， Cu)分析に関する研究を行ない， 次
の結果を得た。(l)PQDOを用いた抽出法によるNi， Pd 定量分析およびTPTZ， TPBを用い
たカラム法による C u 定量分析の基礎的諸条件を確立した。( 2 )いずれの場合も1%吸光度感度は0.1











理すると n ヘキサンに最高96 %も可溶化した。また可溶化成分は石炭構造をあまり破壊せずに高度
にアルキル化された成分から成ることがわかった。
N -未置換のスルフィルイミンの物性と化学反応性
横 田 尚 子
スルフィルイミンは硫黄と窒素の半極性結合を持つ化合物であるが， その中で基本構造を持つN 一
未置換のスルフィルイミンは不安定なためにあまりよく研究されていない。本研究ではS， Sージア
ルキル， S， Sーアルキルアリール， S， Sージアリール体全てに旦ってN一未置換のスルフィルイ







岡 本 康 夫
Ni-Al合金時効によりy'が析出するがその析出挙動についてはいまだ不明な点が多い。本研究
では Ni-6 .3および7 .5% Al合金について低温における初期時効過程の電気抵抗変化を細か〈測定し，





七 野 勇 人
C u基合金において， 従来よりの応力 一ひずみ曲線の近似について引張試験の基本的検討より始め，

























中 根 秀 行






畑 中 秀 夫
jE. 式精練における溶媒抽出法の適用は， 資源再利用および、操業の省エネルギー化の観点から， 非常
に重要視されてきている。
本論文は主要な酸性抽出剤であるD2EHPAおよび Versatic Acid 10を用いて，過塩素酸溶液から
のFe3+ の抽出に関して研究を行ったものである。すなわちD2EHPAによるFe3+の抽出平衡 式を明
らかにするとともに， D2 EHPAおよび Versatic Acid 10によるFe3+ の抽出速度に及ぼす種々の因
子の影響について考察した。
PREPARATION AND SINTERING OF FINE POWDERS 
OF ALKOXIDE-DERIVED ZINC OXIDE 
Mikio HA Y ASHI 
Zinc alkoxide was synth田ized fr om diethy lzinc and ethan ol， and hydr olyzed to give zinc 
hydroxide. Thermal decomposition o f  zinc hydroxide provided ZnO powders. The characteri­
zation and sintering of the resulting powders were carried o ut by X-ray diffraction， scanning 
electr on micr凶copy， therm ogravimetry， di fferential thermal  analysis， and the sp配ific sur­
face area measurement. The higher firing temperature gave the coarse particle size ( 40 nm 
at 6 48 K， 80 nm at 898 K and 150 nm at 1148 K). ZnO was sintered at 1373 K for 14.4 
ks in dry air. In the densification pr配白s， it w as c on firmed that both the grain gr owth and 
the卯Ire gr owth pr oceed with time. 
(It w as enunciated by T. SHIMAZAKI at '87 International  Symposium on 




正 橋 幸 一






相 川 浩 樹
単一給気孔を有する円板形静圧気体スラスト軸受を対象に， 流れのレイノルズ数が非常に大きい場















北 山 武 司
主流に垂直で、かつ平板とすきまを有して設置された並列2 円柱の間隔及びすきまの変化に対する円
柱表面圧力の測定， 円柱後流速度の測定を行い， さわに流れの可視化実験から， 2 円柱まわりの流れ
及ぴ平板との干渉を明らかにした。その結果， 円柱白由端前方で斜め下降流が生じ， すきまの増加に













姫 野 徹 治
繰返し応力下の機械・構造物中に存在する複数き裂の弾塑性条件下におけるき裂進展の相互作用を
明らかにする為に， 同種材または異種材の二枚のコンパクトテンション試験片を組み合わせたモデル




































岡 田 一 成
チタン酸バリウムセラミックスの原料粉末を， 金属アルコキシド法を含む三種類の液相反応と一種




川 治 信 介
2 ，9 dimethy l-4， 7・dipheny l-l ，10明phenanthr oli ne をキャリアーとする銅(IIJイオンの液体膜透過





川 島 清 隆
不可逆瞬間反応に連結される固体の関与する反応系として， 空気で飽和した塩酸水溶液中で、のCu2+
による銅の溶解速度を， 気液平流式の垂直円管型ならびに充填塔型装置で測定した。得られたCu(S
の溶解速度を， 不可逆瞬間反応: Cu+ +2Cl- ー→ CuC12 にCu2+ +Cu(S)ニコ2 Cu+ が連結される
として， Cl の高濃度域をCu2+ の液本体から国体表面への拡散過程が， またClー の低濃度域で液本
体から反応面へのCl の拡散過程がそれぞれ律速するとして解析した。
乱流促進体による伝熱促進機構























野 末 達 也
本研究において開発された造粒機能と分級機能とを有する単一水平回転円錐型容器による閉回路造


















大内 田 裕 史
強誘電性カイラルスメクチャクC(SmC* ) 液晶は平板ディスプレイテ、パイス用材料として注目され
ている。本研究ではエステル系混合液品を用いてセル厚約2μmのセルを作製し， 電界印加に伴う光





S i (100)菌上へのG e のヘテロエピタキシャル成長に関する研究
片 岡 陽 一
Si (100) - 2 X 1 表面上に成長させたヘ テロエピタキシャルGe撲の結品性や電気的特性を， 低速電
子線回析(LEED)， オージェ電子分光(AE S)， X線回析 ， ラマン散乱， 及びホール効果の測定に
より研究した。 基板温度が 350.C以上のとき， 高品質の Ge 単結晶膜を得るには1000Â以上の膜厚が
必要で、あった。 さらに， 低温であらかじめ Geの超薄膜(< 200Á)をバッファ一層として成長させる





方法の確立である。 本研究ではポリアクリロニトリル， ポリフッ化ビニリデン， テフロン等の有機高
分子膜又はY203， Sm203， A1203 等の金属酸化物蒸着膜でセル壁面を覆った。 更に， 単方向ラビン
グ処理を行い， 液晶分子の配向状態を比較検討した。 また， 電界印加徐冷法による配向の改善も試み
た。
その結果， Y203の斜方蒸着と電界印加徐冷の組合せで良好な分子配向が得られた。
C u I n S2のCVD薄膜における電気伝導制御
川 遁 徹
CuI nS2 は， バンドギャップが1.5 eV であり， 太陽電池材料として期待されている。 スプレー法で
作ったCuI nS2膜は， S過剰組成で p形， S不足組成で n形の電気伝導となる。 また， 電気伝導の制
御方法として熱処理が有効である。 本研究では膜厚方向に組成分布を形成し， ホモ接合の作製を試み




G a A 5 (100)面とG eのヘテ ロ接合界面に関する研究
近 藤 達 巳
GaAs(100 ) 表面にGe を薄< (< 30Å ) 蒸着した時の界面での相互拡散について， オージェ電子分
光(A ES ) ， 低速電子エネルギー損失分光(L E ELS ) により研究した。GaAs表面はAr イオンス
パッタリングとアニーリングを繰返し行うことにより清浄化した。GeとGaAsの界面はGe を基板温
度 3500C以下で蒸着し時にはほぼ急峻で、あること， 4500C以上では相互拡散が生ずること， この時，
Asの方がGaより速くGe 中に拡散することなどを明らかにした。相互拡散するとき， L EELSで
はGe中に拡散したGa原子に帰国する新しい損失構造も見出した。
S i と Auの界面形成に関する研究
出 口 康 之
10-9 Torr台の真空中でスパッタした Si ( 100 ) 面上に Auを蒸着した時の界面反応性について， X
線光電子分光( X p S ) ， オージェ電子分光( A E S ) ， 低速電子エネルギー損失分光(L E ELS ) によ
り研究した。スバッタしたSi表面上では清浄な Si面上に蒸着した場合と異なり， AuとSiの低温界
面反応は Auの蒸着直後から進行し， 反応に対する Auの臨界膜厚は存在しないことを明らかにした。
又， Au及ぴSiの内殻順位の Au蒸着量に対するシフトから， AuとSiの聞には電荷移動が生じてい
ることを示した。
狭帯域アンテナの整合に関する研究
鳥 山 朋 二
アンテナと給電線との整合をとることは， 信号の乱れや， 伝送損失をなくする上で非常に大切なこ






福 田 淳 一
高密度磁気記録方式の垂直磁気記録で使用するヘッド用薄膜について研究した。 EPマ グネトロン
スバッ タ法によりCoZrアモルファス薄膜， および CM Fマ グネトロンスバッタ法によりCoZrNb ア
モルファス薄膜を作成し良好な軟磁気特性を得た。 また試作したヘッドの電磁変換特'生は まず まずの




薄膜エレクトロルミ ネセント(T F E L)素子の発光特性には薄膜中に存在する不純物準位のキャリ
ヤ捕獲・放出が大きく関与している。 本研究て、はZnS : M n( T F E L) 薄膜にパルス電圧を印加した
時に流れる過渡電流の波形について， 光 CTS法(Photo lnd u c e d  Cu rrent T ra nsi ent Spectroscopy) 
と同様の解析方法で薄膜内部の準位を測定した。 Y2Ü3 を絶縁膜とする絶縁構造型のZnS: M nT FE L  
膜の内部に 3 つのエネルギー準位が推測され， その7ち ZnS: M n 膜中に存在すると考えられる2つ
つの準位のエネルギーがM nドープ量によって変化することが明らかになった。
文字の手書き変動に関する研究








森 口 輝 雄
真空蒸着した金， 銀の島状薄膜に吸着したローダミン6 G(R6 G)等の色素の光吸収， ルミネッ セ
ンス， ラマン散乱を測定し， 金属薄膜特有のプラズマ共鳴による電場増大や， 色素の量子効率の変化
等の競合により光学過程の性質について研究した。 溶液中では強いルミネッセンスの為に観測されな




柳 瀬 信 雄
現在最も良く使用されている放射素子であるダイポールアンテ ナは， 周波数が低くなると入力イン
ピー夕、、ンスの実部が小きくなるため， 整合をとることが困難となり， 放射効率が下がるため小形で周
波数帯域の広いアンテ ナは得られていなかった。 一方， 近年は， テ、イジタルの通信が行われて来つつ
あり， 帯域の広いアンテ ナが必要ときれて来ている。
本論は夕、イポールアンテ ナの先端にも給電しインピーダンスの改善と， 指向性の改善を目指し， 高
周波回路論的解析およびアンテ ナの理論解析を総合した解析法を用い研究を行い， 多大の改善が可能
であることを示した。
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